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もっと幸田町を知りたい！
外国籍町民会議＜２／ 13 ＞

　平成 22 年度第２回外国籍町民会議が中央公
民館で開催されました。４人の外国籍町民が参
加し、生活して困ったことや良かったことなど
を意見交換し、「まちのことを知りたいのでイ
ベント情報やガイドブックをひらがなでも作っ
てほしい。」、「粗大ごみの引き取り料金は？」
などいろいろな意見が出されました。

初めて聴いたよ！初めて見たよ！ 　   音楽宅配事業＜２／ 22・23・24 ＞

　幸田町文化振興協会主催による音楽宅配事業が、町内全小学校の２年生（幸田小のみ３年
生）を対象に行われました。目の前で鳴り響く楽器に終始笑い声や歓声が飛び交いました。
このような事業は県内でもまだ少なく、体験できる児童は限られており、生の音に触れた児
童たちの目はとても輝いていました。

▲荻谷小学校▲幸田小学校

消防団の活動が評価される！
消防団等地域活動表彰式＜２／ 21 ＞

　日本消防会館「ニッショーホール」（東京都
港区虎ノ門）にて消防団等地域活動表彰式が開
催されました。この表彰式において、幸田町消
防団による「防火パレード」や「出動訓練」など、
日々の活動が地域防災力向上に寄与したとして
消防庁長官から表彰状が贈られました。また翌
22 日には町長に受賞報告が行われました。

使ってください！
カンボジアへ文房具など贈る＜２／ 14 ＞

　坂崎小学校の児童が、カンボジアの小学校に
プレゼントしようと集めた文房具や楽器など段
ボール４箱分を幸田ライオンズクラブに託しま
した。同クラブは２月 21 日からカンボジアを
訪問し、預かった物品を直接カンボジアの子ど
もたちにプレゼントしました。
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▲ソフトボールの思い出を発表した
　成瀬裕

ゆ う き

輝くん（大草子ども会）

▲答辞を読み上げた井上竜
りょうすけ

佑くん ▲３年間の思いが込み上げた最後の合唱

▲書き初めで金賞を受賞した
　上島梨

り な

菜さん（芦谷子ども会）
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思い出いっぱい子ども会活動！　　　     　　子ども会大会＜２／ 26 ＞

　一年間の子ども会活動を振り返る平成 22 年度子ども会大会が町民会館さくらホールで開
催されました。大会では、子ども会活動の発展・育成に貢献した功労者の表彰や、書き初め
入選者の表彰が行われました。また、代表児童による、子ども会活動で学んだことや思い出
に残ったことなどを振り返る体験発表も行われました。

チームワークが一番！
西三河地区消防職員意見発表会＜２／ 28 ＞

　東郷町イーストプラザいこまい館で第 31 回
西三河地区消防職員意見発表会が開催され、消
防を取り巻く環境をテーマに、幸田町消防本部
の野澤肇消防士長が出場しました。
　住民の生命、財産を守る立場として災害現場
で一番重要なものは「チームワーク」であるこ
とを熱く語りました。

緑いっぱい育て隊活動中！
平成22年度あいち森と緑づくり事業＜３／５＞

　幸田相見特定土地区画整理事業区域内にある
３カ所の公園で植樹祭を開催し、地域住民や子
どもたちなど約 200 人がガザニアやフイリヤ
ブランなど約 3,700 本の花木を植樹しました。
参加した人たちは、きれいな花が咲く、緑いっ
ぱいの公園になることを祈って、一生懸命植え
ていました。

義務教育を終えました！　　　　　　　　　中学校卒業証書授与式＜３／８＞

　町内３中学校で卒業証書授与式が行われ、恩師や在校生、保護者が見守る中、９年間の義
務教育を修めた生徒に卒業証書が手渡され、371 人の卒業生（幸田中：175 人、南部中：73 人、
北部中：123 人）は、さまざまな思い出の詰まった中学校を巣立っていきました。（写真は
幸田中学校）
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